
日本の文化力発現のため、京都への文化庁等移転の実現を 

 

 近年、世界では、経済格差や文化・宗教の違いから、多くの争いが生じており、そ

うした中で、環境に調和し人が相和すという日本文化は、世界に貢献できる大きな役

割を持っており、日本文化を世界に向けて発信していくことが、これまで以上に重要

になっています。 

 

しかしながら、政治・経済が集中する東京では、経済性や効率性が重視され、歴史

や伝統に基づく多様性が求められる文化への関心が二次的になりかねません。我が国

の文化行政の中枢である文化庁等を東京から移転することにより、「政治・経済」と

「文化」の二元化による文化力の発現を図ることが必要と考えます。 

 

関西には、日本を代表する世界遺産や歴史に裏打ちされた伝統芸能・祭礼から現代

芸術に至るまで、文化資源が数多く存在しています。中でも、京都は、人々の日々の

暮らしの中に伝統や文化が今なお息づくなど、千年以上にわたり文化を守り・育んで

きた歴史と知恵があり、全国各地域への貢献が可能です。また、関西・京都には、国

宝や重要文化財など国指定文化財の多くが集積し、文化財を保存・継承する人材の層

も厚く存在しており、伝統文化の継承や伝統に基づく新たな文化の創造に加え、舞台

芸術、現代芸術、映画・映像等コンテンツ分野の集積や人材育成の基盤もあります。

さらに、京都迎賓館、国立京都国際会館、国立国会図書館関西館など交流・情報発信

基盤も整っております。 

 

こうした地域特性を有し、海外からも多くの芸術家、研究者、文化人等が訪れる文

化と歴史のある街である京都に文化庁等に移転いただき、関西・京都の文化資源を大

いにご活用いただくことで、 

・歴史や伝統に根差した文化の継承や新しい文化創造の企画立案機能の向上 

・文化財現場の近さを活かした効率的な業務執行や、蓄積された文化財活用の官民

ノウハウを活かした全国各地の文化財保存活用策の企画立案機能の向上 

・海外の文化人・文化行政関係者等に有形無形の伝統文化に触れていただくことが

でき、日本文化の海外発信の向上に寄与 

など、我が国の文化行政の向上に貢献できるものと確信しております。 

そして、暮らしに根付いた文化や伝統芸能等に日常から触れることのできる京都な

らではの環境を活かしていただくことにより、文化行政の更なる発展に貢献できるも

のと考えます。 

加えて、ＩＣＴ技術なども活用した働き方の工夫や立地コスト等の低減により、行

政のイノベーションにもつながります。 

 

京都では、文化庁等の京都移転に文化芸術、大学、宗教、経済、行政等の関係者が

一体となって取り組んでおり、京都全体で文化庁等の受入体制を整えて参る所存です。 

 

つきましては、国におかれましては、文化庁等の京都移転を実現していただきます

よう強く要望いたします。 
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